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（4）  水質基準項目「基 1～31」のうち上記(2)及び(3)に示した項目を除いては、長期的な影響を考慮   

して基準を設定しています。検査ごとの結果の値が基準値を超えていることが明らかになった場合

には、直ちに原因究明を行い所要の低減化対策を実施することにより、基準を満たす水質を確保す

ることになっています。基準値超過が一時的なものでなく継続すると判断された場合は、水質異常

時とみて、上記（２）に準じて対応します。（慢性毒性） 

 

(5)   水質検査項目「基 32～51」については、その基準値を超えることにより利用上、水道水として機能

上の障害を生じる恐れがあることから、検査ごとの結果の値を基準値と照らし合わせて評価を行い、

基準値を超えていることが明らかになった場合には、水質異常時と見て別添 2（P21）に従い対応し

ます。 

 

 

10. 水質検査計画の見直し 

(1)   令和 3 年度の水質検査計画に基づいて水質検査をし、検査結果の評価を適正に行い次年度の

水質検査計画に反映します。 

 

(2)   令和 3 年度の水質検査計画は、当企業団で需要者に安全な水を届けるために水質検査項目等を

定めたものであり、需要者からのいろいろな意見、要望なども次年度の水質検査計画に反映します。 

 

 

11. 水質検査の精度と信頼性保証 

     水質検査の実施には、精度管理と信頼性の保証が重要であることから、当企業団としては、次のこ

とに留意して厚生労働大臣登録水質検査機関に委託することにしています。 

 

(1) 精度管理、信頼性保証体制の確認   

・ IＳＯ9001 やＩＳＯ14001 の取得している。 

・ 基準値及び目標値の 1/10 の定量下限が得られ、基準値及び目標値の 1/10 付近の測定におい

て、変動係数（ＣＶ）が金属類では 10％以下、有機物は 20％以下の水質検査ができる。 

・ 厚生労働省、沖縄県及び全国給水衛生検査協会での外部精度管理評価の確認。 

・ 日本水道協会 水道水質検査優良試験所規範（水道ＧＬＰ）を取得している。 

 

(2) 試料の採取及び運搬の速やかな実施が確実である。 

 

(3) 臨時検査の取扱いなどが行える体制である。 

 

(4) 浄水処理の相談や突発汚染事故での対応や助言、指導が可能である。 

 

(5) 臨時検査及び緊急時（取水、給水停止）の検査において、即対応し検査結果を24時間以内に提出

することが可能であること。 

・ 分析機器の整備状況が充分である。 

・ 人材が確保されている。 

 

(6) 信頼性保証部門と水質検査部門に各責任者を配置した組織体制が十分に機能していること。 
































